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山形県沿岸における設計津波水位の設定について

はじめに

平成23年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震による甚大な

津波被害を受け、内閣府中央防災会議では、平成23年9月28日に

今後の津波対策の考え方を示しました。その中では、基本的に「発

生頻度の高い津波（L1）」 と「最大クラスの津波（L2）」の2つの津波

を想定する必要があるとしています。

このたび山形県では、海岸保全施設や港湾施設等の整備を行うこのたび山形県では、海岸保全施設や港湾施設等の整備を行う

上で必要となる「発生頻度の高い津波（L1）」を検討し、設計津波水

位を設定しました。

設計津波水位の設定にあたっては、各施設の管理者等から構成

されるL1津波設定調整会議を組織し、計4回の会議を開催して情報

共有を図りながら検討を行いました。
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設計津波水位の設定までの流れ

設計津波水位の設定について

１．設計津波の設定単位

設計津波は、地域海岸ごと

に設定することを基本。

【地域海岸】 沿岸域を「湾の

形状や山付け等の自然条件」

等から勘案して、一連のまと

まりのある海岸線に分割した

もの。

2.「設計津波の水位」の設定方法

痕跡高調査や歴史記録・文献等を活用。

十分なデータが得られないときは、シミュレーションを実施しデータを

補完。

今後、中央防災会議等において検討が進み、想定地震の規模や対象

範囲の見直し等が行われた場合は適宜見直すことが必要。

①過去に発生した津波の実績津波高さの整理

②シミュレーションによる津波高さの算定

範囲の見直し等が行われた場合は適宜見直すことが必要。

地域海岸ごとに、津波の発生年と高さをプロットしたグラフを作成し、

設計津波対象と想定される津波の集合を選定。

上記で設定した対象津波群の津波を対象に、隣接する海岸管理者間

で十分調整を図ったうえで、設計津波の水位を海岸管理者が設定。

※堤防等の天端高は、設計津波の水位を前提として、環境保全、周辺景観との

調和、経済性、維持管理の容易性、施工性、公衆の利用等を総合的に考慮して

海岸管理者が適切に設定。

出典：設計津波の水位の設定方法等

について（平成２３年７月８日）

③設計津波の対象津波群の設定

④「設計津波の水位」の設定
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地域海岸の設定

地域海岸の分割

地域海岸の定義地域海岸の定義地域海岸の定義地域海岸の定義

海岸保全基本計画を作成すべき一体の海岸

の区分（沿岸）を

A：「湾の形状や山付け等の自然条件」、

B：「文献や被災履歴等の過去に発生した津波

の実績津波高さ及びシミュレーションの津波高

さ」から、同一の津波外力を設定しうると判断さ

れる一連の海岸線に分割したものをいう。れる一連の海岸線に分割したものをいう。

出典：設計津波の水位の設定方法等

について（平成２３年７月８日）

地域海岸としては、

H15山形沿岸海岸保全基本計画の区分を参考山形沿岸海岸保全基本計画の区分を参考山形沿岸海岸保全基本計画の区分を参考山形沿岸海岸保全基本計画の区分を参考

シミュレーションの津波高さを考慮して一連のシミュレーションの津波高さを考慮して一連のシミュレーションの津波高さを考慮して一連のシミュレーションの津波高さを考慮して一連の

海岸分割の見直し海岸分割の見直し海岸分割の見直し海岸分割の見直し
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地域海岸の設定

地域海岸の分割

温海岩礁地域海岸

鶴岡岩礁地域海岸

庄内海浜北部地域海岸

数多くの漁港が点在する

岩礁ゾーン。岩礁と漁港

からなる海岸として、漁港

と連携をとりながら、一連

由良漁港、加茂港を有

する岩礁ゾーン。岩礁に

港湾や漁港が点在する

海岸として、漁港・港湾と

連携をとりながら、一連

の施策を講じる区域。

山形沿岸海岸保全基本計画のゾーン区分山形沿岸海岸保全基本計画のゾーン区分山形沿岸海岸保全基本計画のゾーン区分山形沿岸海岸保全基本計画のゾーン区分→地域海岸区分地域海岸区分地域海岸区分地域海岸区分

あつみ
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しょうない

岬となる地形や海岸線の向き等の自然条件を考慮して地域海岸を区分する。

女鹿漁港を有する岩礁

ゾーン。漁港と連携をと

りながら、一連の施策

を講じる区域
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庄内海浜南部地域海岸

飛島西地域海岸
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湯野浜から酒田港までの砂浜

ゾーン。酒田港以南の砂浜海岸

として、一連の施策を講じる区域

酒田港から吹浦漁港までの

砂浜ゾーン。酒田港以北の砂

浜海岸として、一連の施策を

講じる区域
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鼠ヶ関地区弁天島以南は今後新潟県の設計津波水位と調整を図った上で設定する予定。鼠ヶ関地区弁天島以南は今後新潟県の設計津波水位と調整を図った上で設定する予定。鼠ヶ関地区弁天島以南は今後新潟県の設計津波水位と調整を図った上で設定する予定。鼠ヶ関地区弁天島以南は今後新潟県の設計津波水位と調整を図った上で設定する予定。



シミュレーションによる津波高さの設定

②L1津波群の選定に使用する津波

＜既往津波＞

過去に発生した津波のうち、山形県への影響が大

きい以下の津波について、シミュレーション結果と信

頼度の高い痕跡を整理する。

■1833山形県沖地震津波 ※山形県沖地震（想定）と同じ

■1964新潟地震津波 ※新潟県北部沖地震（想定）と同じ

■1983日本海中部地震

■1993北海道南西沖地震

1993199319931993北海道南西沖地震北海道南西沖地震北海道南西沖地震北海道南西沖地震

1983198319831983日本海中部地震日本海中部地震日本海中部地震日本海中部地震

■1993北海道南西沖地震

＜想定津波＞

山形県付近で想定されている津波のうち、発生が

懸念される以下の津波をシミュレーションの対象とす

る。

■秋田沖地震津波（今後30年以内の発生確率約3%）

■佐渡北方沖地震津波（ 〃 3～6%）

■Mw8.5の地震（H23想定津波）

想定秋田県沖地震想定秋田県沖地震想定秋田県沖地震想定秋田県沖地震

1833183318331833山形県沖地震山形県沖地震山形県沖地震山形県沖地震

（（（（山形県沖地震山形県沖地震山形県沖地震山形県沖地震））））

1964196419641964新潟地震新潟地震新潟地震新潟地震

（（（（新潟県北部沖地震新潟県北部沖地震新潟県北部沖地震新潟県北部沖地震））））

佐渡北方沖地震佐渡北方沖地震佐渡北方沖地震佐渡北方沖地震

MwMwMwMw8888....5555の地震の地震の地震の地震

（（（（HHHH23232323想定想定想定想定））））
５



設計津波の対象津波群の設定

③L1津波群の選定基準

�地域海岸毎に、横軸に「津波の発生年」、縦軸に「津波高さ」をとるグラフを作成する。

�一定の頻度（数十年から百数十年）で発生が想定される津波の集合をL1津波群

（設計津波の水位設定のための対象津波群）として設定する。

《グラフ作成イメージ》

津
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想定津波※

津波高津波高津波高津波高、、、、発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度にににに着目着目着目着目しししし区分区分区分区分するするするする。。。。
津波高津波高津波高津波高、、、、発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度にににに着目着目着目着目しししし区分区分区分区分するするするする。。。。津波高津波高津波高津波高、、、、発生頻度発生頻度発生頻度発生頻度にににに着目着目着目着目しししし区分区分区分区分するするするする。。。。

※ 想定地震は、中央防災会議等が想定する地震津波のうち、山形県近海で発生が予想される地震津波を対象とする。

※ グラフには、信頼度の高い痕跡値（信頼度A、B）又は計算値をプロットする。

※ グラフにプロットする値は、日本海中部地震（信頼度の高い痕跡値が多い地震）は、痕跡値を プロットし（ただし、

信頼度の高い痕跡値が無い場合は、計算値をプロット）、日本海中部地震以外の地震は、計算値をプロットする。
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設計津波の対象津波群の設定

秋田県との県境で地域

海岸を分割
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設計津波の対象津波群の設定

①遊佐岩礁地域海岸
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1833山形沖地震津波と同規模、あ

るいはそれ以上の津波をL2津波群
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設計津波の対象津波群の設定

海浜地帯と岩礁地帯の境界

の月光川で地域海岸を分割
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設計津波の対象津波群の設定

②庄内海浜北部地域海岸
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1800 1820 1840 1860 1880 1900 1920 1940 1960 1980 2000 2020 2040 2060 2080 2100

年

1964新潟
秋田沖

1983日本海中部

1993北海道南西沖
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設計津波の対象津波群の設定

岩礁地帯と海浜地帯の境界

付近の岬形状となる地点で

地域海岸を分割

最上川

湯野浜海岸

赤川

至

酒

田

港ゆのはま

もがみ

宮野浦

地区海岸

十里塚

地区海岸
浜中地区海岸

はまなか

みやのうら

じゅうりづか

酒田港

海岸

さかた

海浜地帯と酒田港の中間にある最

上川を境界として地域海岸を分割

（導流堤を本地域海岸に含める）

最上川

導流提

④庄内海浜南部地域海岸

しょうない

庄内海浜

南部地域海岸

温海岩礁

地域海岸

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市

酒田市酒田市酒田市酒田市

遊佐町遊佐町遊佐町遊佐町

鶴岡岩礁

地域海岸

遊佐岩礁地域海岸

庄内海浜北部地域海岸

起点起点起点起点

湯野浜海岸湯野浜海岸湯野浜海岸湯野浜海岸

金沢漁港金沢漁港金沢漁港金沢漁港

終点終点終点終点

酒田港酒田港酒田港酒田港

最最最最

上上上上

川川川川

ゆのはま

かねざわ

さかた

も

が

み

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市
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設計津波の対象津波群の設定

④庄内海浜南部地域海岸

しょうない

4

6

8

10

海
面

か
ら

の
高

さ
(
m

)

痕跡 計算 最低施設高 最高施設高

佐渡北方沖

今後発生が

想定される津波過去に来襲した津波

M8.5津波(H23)想定

1833山形沖

設計津波の対象候補群

最大クラスの津波群

庄内海浜

南部地域海岸

温海岩礁

地域海岸

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市

酒田市酒田市酒田市酒田市

遊佐町遊佐町遊佐町遊佐町

鶴岡岩礁

地域海岸

遊佐岩礁地域海岸

庄内海浜北部地域海岸

1964新潟、1983日本海中部、

1993北海道南西沖地震津波と同

規模の津波をL1津波群として設定

1833山形沖地震津波と同規模、あ

るいはそれ以上の津波をL2津波群

として区分
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秋田沖

1983日本海中部
1993北海道南西沖

1964新潟

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市
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岩礁地帯と海浜地帯の

境界で地域海岸を分割

加茂港

（金沢地区）

三瀬川

油戸川

堅苔沢

漁港

かたのりざわ

かたのりざわ

かも

かねざわ

さんぜ

あぶらと

小波渡漁港

こばと

堅苔沢(2)
地区海岸

加茂港

かも

設計津波の対象津波群の設定

小波渡

地区海岸

岩礁地帯の中間に

ある堅苔沢漁港付

近を境界として地

域海岸を分割

こばと

加茂港

（今泉地区）

かも

いまいずみ

油戸漁港

あぶらと

由良漁港

ゆら三瀬漁港

さんぜ

加茂港

（加茂地区）

かも

かも

小波渡漁港

こばと

⑤鶴岡岩礁地域海岸

つるおか

庄内海浜

南部地域海岸

温海岩礁

地域海岸

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市

酒田市酒田市酒田市酒田市

遊佐町遊佐町遊佐町遊佐町

鶴岡岩礁

地域海岸

遊佐岩礁地域海岸

庄内海浜北部地域海岸

起点起点起点起点

堅苔沢漁港堅苔沢漁港堅苔沢漁港堅苔沢漁港

かたのりざわ

終点終点終点終点

湯野浜海岸湯野浜海岸湯野浜海岸湯野浜海岸

金沢漁港金沢漁港金沢漁港金沢漁港
ゆのはま

かねざわ
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設計津波の対象津波群の設定

⑤鶴岡岩礁地域海岸

つるおか

庄内海浜

南部地域海岸

温海岩礁

地域海岸

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市

酒田市酒田市酒田市酒田市

遊佐町遊佐町遊佐町遊佐町

鶴岡岩礁

地域海岸

遊佐岩礁地域海岸

庄内海浜北部地域海岸
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痕跡 計算 最低施設高 最高施設高

1964新潟

佐渡北方沖

今後発生が

想定される津波
過去に来襲した津波

M8.5津波(H23)想定

1833山形沖

最大クラスの津波群

設計津波の対象候補群

1833山形沖地震津波と同規模、あ

るいはそれ以上の津波をL2津波群

として区分

1964新潟、1983日本海中部、

1993北海道南西沖地震津波と同

規模の津波をL1津波群として設定

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市
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秋田沖
1983日本海中部

1993北海道南西沖
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温海川

あつみ

出口沢川

でぐちさわ

五十川地区海岸

いらがわ

堅苔沢漁港

かたのりざわ

庄内小国川

しょうないおぐに
早田川

わさた
小岩川漁港

こいわがわ

設計津波の対象津波群の設定

堅苔沢(1)
地区海岸

暮坪地区

海岸

温海地区(3)海岸

あつみ

温海地区(2)海岸

あつみ

温海地区(1)海岸

あつみ

鼠ヶ関港

ねずがせき

大岩川地区海岸

早田漁港

わさた

早田(2)地区海岸

早田(1)地区海岸

岬形状である弁

天島で地域海岸

を分割

岩礁地帯の中間にある

堅苔沢漁港付近を境界

として地域海岸を分割

おおいわかわ

わさた

わさた

くれつぼ

かたのりざわ

暮坪漁港

くれつぼ

鈴漁港

すず

米子漁港

よなご

温福漁港

おんぷく

大岩川漁港

おおいわがわ

早田漁港

わさた

小岩川漁港

こいわがわ

米子漁港

よなご

庄内海浜

南部地域海岸

温海岩礁

地域海岸

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市

酒田市酒田市酒田市酒田市

遊佐町遊佐町遊佐町遊佐町

鶴岡岩礁

地域海岸

遊佐岩礁地域海岸

庄内海浜北部地域海岸

⑥温海岩礁地域海岸

あつみ

起点起点起点起点

鼠ヶ関港鼠ヶ関港鼠ヶ関港鼠ヶ関港

ねずがせき

終点終点終点終点

堅苔沢漁港堅苔沢漁港堅苔沢漁港堅苔沢漁港

かたのりざわ
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設計津波の対象津波群の設定

⑥温海岩礁地域海岸

あつみ
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痕跡 計算 最低施設高 最高施設高

佐渡北方沖

1964新潟

今後発生が

想定される津波
過去に来襲した津波

M8.5津波(H23)想定

1833山形沖

最大クラスの津波群

設計津波の対象候補群

庄内海浜

南部地域海岸

温海岩礁

地域海岸

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市

酒田市酒田市酒田市酒田市

遊佐町遊佐町遊佐町遊佐町

鶴岡岩礁

地域海岸

遊佐岩礁地域海岸

庄内海浜北部地域海岸

L2津波群未満の津波群をL1津波

群として区分

1833山形沖地震津波と同規模、あ

るいはそれ以上の津波をL2津波群

として区分

※当地域海岸に波源が近く、局所的に津

波高が大きくなる1964新潟地震津波は、

L2津波群として区分
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佐渡北方沖

秋田沖

1983日本海中部

1993北海道南西沖
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飛島西ゾーン

最上川

湯野浜海岸

①

赤川

とびしま

ゆのはま

設計津波の対象津波群の設定

法木地区海岸

ほうき

なかむらかつうら

⑦飛島東地域海岸

とびしま

起点起点起点起点

最最最最

上上上上

川川川川

さかた

も

が

み

中村地区海岸勝浦地区海岸

なかむらかつうら

法木地区海岸

ほうき
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設計津波の対象津波群の設定

⑦飛島東地域海岸

とびしま
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痕跡 計算 最低施設高 最高施設高

佐渡北方沖

今後発生が

想定される津波過去に来襲した津波

M8.5津波(H23)想定

1833山形沖

最大クラスの津波群

飛島東地域海岸

1964新潟、1983日本海中部、

1993北海道南西沖地震津波と同

規模の津波をL1津波群として設定

1833山形沖地震津波と同規模、あ

るいはそれ以上の津波をL2津波群

として区分
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1964新潟

秋田沖

1983日本海中部

1993北海道南西沖

設計津波の対象候補群
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飛島西ゾーン

最上川

湯野浜海岸

①

赤川

とびしま

ゆのはま

設計津波の対象津波群の設定

天然海岸

⑧飛島西地域海岸

とびしま

起点起点起点起点

最最最最

上上上上

川川川川

さかた

も

が

み
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設計津波の対象津波群の設定

⑧飛島西地域海岸

とびしま

飛島西地域海岸
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10
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)

痕跡 計算

佐渡北方沖

M8.5津波(H23)想定

今後発生が

想定される津波
過去に来襲した津波

1833山形沖

最大クラスの津波群

1964新潟、1983日本海中部、

1993北海道南西沖地震津波と同

規模の津波をL1津波群として設定

1833山形沖地震津波と同規模、あ

るいはそれ以上の津波をL2津波群

として区分
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1964新潟

秋田沖

1983日本海中部

1993北海道南西沖

設計津波の対象候補群
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「設計津波水位」の設定

設計津波水位の採用位置について

【B】防護ラインまで津波が到達せず、手前の構造物等

で止まる場合は、その場所の水位を採用する

【A】防護ラインが設定されている箇所においては、

防護ラインの位置での水位を採用する。

せり上がり

設計津波の水位(H１)
津波

防護ライン

設計津波の水位(H１)

B

津波

防護ライン
A

【D】防護ラインが無い箇所（背後地盤が高い岩礁地）

では、汀線位置での水位を採用する

津波

設計津波の水位(H１)

【C】防護ラインが無い箇所（背後地盤が高い砂丘地）

では、汀線位置での水位を採用する

津波

設計津波の水位(H１)

D
汀線ライン※ 汀線ライン※C

※汀線ラインは基盤地図情報に基づいて設定する。

地盤高が十分高い

地盤高が

十分高い
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「設計津波の水位」の設定

①遊佐岩礁地域海岸 設計津波水位設計津波水位設計津波水位設計津波水位T.P.+3.3m
ゆ ざ

遊佐岩礁地域海岸遊佐岩礁地域海岸遊佐岩礁地域海岸遊佐岩礁地域海岸 T.P.+3.3m 

庄内海浜

南部地域海岸

温海岩礁

地域海岸

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市

酒田市酒田市酒田市酒田市

遊佐町遊佐町遊佐町遊佐町

鶴岡岩礁

地域海岸

遊佐岩礁地域海岸

庄内海浜北部地域海岸

T.P.+3.3m 
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「設計津波の水位」の設定

②庄内海浜北部地域海岸 設計津波水位設計津波水位設計津波水位設計津波水位T.P.+3.6m
しょうない

庄内海浜北部地域海岸庄内海浜北部地域海岸庄内海浜北部地域海岸庄内海浜北部地域海岸 T.P.+3.6m 

庄内海浜

南部地域海岸

温海岩礁

地域海岸

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市

酒田市酒田市酒田市酒田市

遊佐町遊佐町遊佐町遊佐町

鶴岡岩礁

地域海岸

遊佐岩礁地域海岸

庄内海浜北部地域海岸

T.P.+3.6m 
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「設計津波の水位」の設定

④庄内海浜南部地域海岸 設計津波水位設計津波水位設計津波水位設計津波水位T.P.+4.2m 
しょうない

庄内海浜

南部地域海岸

温海岩礁

地域海岸

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市

酒田市酒田市酒田市酒田市

遊佐町遊佐町遊佐町遊佐町

鶴岡岩礁

地域海岸

遊佐岩礁地域海岸

庄内海浜北部地域海岸

庄内海浜南部地域海岸庄内海浜南部地域海岸庄内海浜南部地域海岸庄内海浜南部地域海岸 T.P.+4.2m 

T.P.+4.2m 
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「設計津波の水位」の設定

⑤鶴岡岩礁地域海岸 設計津波水位設計津波水位設計津波水位設計津波水位 T.P.+4.5m 
つるおか

庄内海浜

南部地域海岸

温海岩礁

地域海岸

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市

酒田市酒田市酒田市酒田市

遊佐町遊佐町遊佐町遊佐町

鶴岡岩礁

地域海岸

遊佐岩礁地域海岸

庄内海浜北部地域海岸

T.P.+4.5m 

鶴岡岩礁地域海岸鶴岡岩礁地域海岸鶴岡岩礁地域海岸鶴岡岩礁地域海岸 T.P.+4.5m 
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「設計津波の水位」の設定

⑥温海岩礁地域海岸 設計津波水位設計津波水位設計津波水位設計津波水位 T.P.+3.6m
あつみ

温海岩礁地域海岸温海岩礁地域海岸温海岩礁地域海岸温海岩礁地域海岸 T.P.+3.6m 

庄内海浜

南部地域海岸

温海岩礁

地域海岸

鶴岡市鶴岡市鶴岡市鶴岡市

酒田市酒田市酒田市酒田市

遊佐町遊佐町遊佐町遊佐町

鶴岡岩礁

地域海岸

遊佐岩礁地域海岸

庄内海浜北部地域海岸

T.P.+3.6m 
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「設計津波の水位」の設定

⑦飛島東地域海岸

設計津波水位設計津波水位設計津波水位設計津波水位 T.P.+4.0m

飛島東地域海岸飛島東地域海岸飛島東地域海岸飛島東地域海岸

T.P.+4.0m 

飛島西地域河岸飛島西地域河岸飛島西地域河岸飛島西地域河岸 T.P.+3.7m 
T.P.+3.7m 

⑧飛島西地域海岸

設計津波水位設計津波水位設計津波水位設計津波水位 T.P.+3.7m

飛島東地域海岸飛島東地域海岸飛島東地域海岸飛島東地域海岸

T.P.+4.0m 

飛島西地域河岸飛島西地域河岸飛島西地域河岸飛島西地域河岸 T.P.+3.7m 
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「設計津波水位」の設定

設計津波水位の設定 地域海岸別

地域海岸別の設計津波水位設定状況

設計津波水位

（T.P.+m）

※３

1 3.3

2 3.6

3 4.2

遊佐岩礁地域

庄内海浜北部地域

庄内海浜南部地域

対象地震

地域海岸

※１

秋田沖地震（想定）

1983　日本海中部地震

佐渡北方沖地震（想定）

No

設計津波
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4 4.5

5 3.6

6 4.0

7 3.7

（補足説明）

　※１　地域海岸とは「湾の形状や山付けなどの自然条件」、「文献や被災履歴等の過去に発生した津波の実績津波高さ及びシミュレーションの津波の高さ」から

　　　　同一の津波外力を設定しうると判断される一連の海岸線に分割したものです。

　※２　温海岩礁地域海岸に弁天島以南は含まれません。弁天島以南の設計津波水位は、今後、新潟県等と調整を図った上で設定します。

　　　　 また、この設計津波水位が温海岩礁地域海岸の設計津波水位に対して著しく異なることとなる場合は、必要に応じて温海岩礁地域海岸の設計津波水位

　　　　を見直す場合があります。

　※３　設計津波水位は地域海岸毎に設定する事が基本ですが、この水位が同じ地域海岸内で著しく異なる場合は、必要に応じて地域海岸を分割し、複数の設

        計津波水位を定める場合があります。

　　　　 また、今後、中央防災会議等において、日本海側の地震津波の検討が進み、新たな断層モデル等が示された場合、必要に応じ見直すことがあります。

1964　新潟地震

　佐渡北方沖地震（想定）

秋田沖地震（想定）

秋田沖地震（想定）

鶴岡岩礁地域

温海岩礁地域※２

飛島東地域

飛島西地域



L1津波設定調整会議

海岸や港湾の施設管理者等から構成されるL1津波設定調整会議を組織し、計4回

の会議を開催して情報共有を図りながら設定しました。

【調整会議 構成者】

１ 国土交通省 酒田河川国道事務所 副所長

２ 国土交通省 酒田港湾事務所 副所長

３ 山形県 県土整備部 道路整備課課長

４ 山形県 県土整備部 河川課 課長

５ 山形県 県土整備部 空港港湾課 課長

６ 山形県 県土整備部 港湾事務所 港湾整備主幹

７ 山形県 農林水産部 水産振興課 課長

調整会議の様子

調整会議開催

第1回調整会議 平成24年 8月 8日

第2回調整会議 平成24年10月19日

第3回調整会議 平成25年 8月 8日

第4回調整会議 平成27年 1月23日

７ 山形県 農林水産部 水産振興課 課長

８ 庄内総合支庁 建設部 道路計画課 課長

９ 庄内総合支庁 建設部 河川砂防課 課長

10 庄内総合支庁 産業経済部 水産振興課 課長

11 酒田市 企画振興部 危機管理課 課長

12 鶴岡市 農林水産部 農山漁村振興課 課長

13 鶴岡市 温海庁舎 産業課 課長

14 遊佐町 産業課 課長
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オブザーバー 東北地方整備局 河川部 地域河川課

事務局 山形県 県土整備部 河川課

事務局 庄内総合支庁 建設部 河川砂防課


